























Studio 内の、Visual Basic.NET を使用した。要素数 k 個
のDirichlet分布に従う乱数のベクトル列Xi(i =1,…,k)は、
k 個の標準ガンマ乱数 Yi(母数γi)(i=1,…,k)とすると、








パ ッ ケ ー ジ gtools7) 上 の Dirichlet 乱 数 発 生 関 数
rdirichlet()(以下 R の関数)を用いた。同一条件を期するた





時間は、3.355 秒、R の関数の発生時間は 3.332 秒であっ
た。γ1=2、γ2=3、γ3=4、乱数 100,000 個の設定で乱数
を発生させた場合、本ソフトの発生時間は、6.826 秒、R
















ちなみに乱数列の項数を 50 万、100 万と増加させると、
本プログラムモジュールと R の関数はそれぞれ 30 秒と
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